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精密な加工を実現するためには，加工面の平滑化と形状精度の向上が必要です。この精密な

加工を研削により実現するために，どのような研削条件を選定すればよいか，その選定指針を

理論的に明らかにする研究を行っています．この研究は以下の 3つから構成されています． 

１）ナノトポグラフィー創成理論の確立 

研削面には砥石のアンバランスに起因

する微小な振幅のうねり（ナノトポグラフ

ィー：図 1）が存在します．光学部品を加

工する場合，このうねりが光学機器の性能

に影響します．また形状精度にも悪影響を

与えます．研削条件とナノトポグラフィー

分布の関係を明らかにし，最適な研削条件

を選定する際の指針とします． 

 

 

 

 

 

 

２）統計的研削理論の応用 

砥石作業面の砥粒分布はランダムであり，研削面の粗さを理論的に予測することは困難です．

この砥粒分布のランダム性も考慮した新たな理論解析法を用いて，研削面粗さを最小にする

ための最適な研削条件を明らかにします． 

３）研削条件の最適化および補正 

 理論的に得られた最適研削条件に設定したとしても，実際の研削条件は研削抵抗等によっ

て変化します．実際の研削条件を研削面から推定し，補正をする技術の開発を行っています．

また理論的な研削条件を正しく実施する超安定超精密研削法を提案しています． 
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高精度で平滑な研削面を得るために最適な研削条件を選定する技術 

どんな技術？ 

 

何に使えるの？ 

 
図 1 ナノトポグラフィーの発生例 

(3 次元測定結果) 


